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県1-¥とのみなさまとともに、了-をたずさえ

て進む富山県は、出山新~ÎJ ~;t jllljを中心に、

新産業都市計両や地域開発i計-1111;、そして H

本海と太平洋を結ぶ中古ISのベルト計画、北

|俸高速道路の建設など次々と泊l-し、北陸

の広住としてま軍かしい歩みをあtけています。

他方、立山の観光も長野県とキii~)~.)江路に治
手するなど、野に、山に、海に川党な出~ <き

を示しています。

県は、これらの計l件Ij 実現を)，Hl誌に、 U{~和

50年における白山県の望ましい姿をえがく、

第三次白山県勢総令li十 ïlhj を \'f~本し、円かな
住みよい県土づくりと心の開発という、 LIIL

勢の.iffiむべき方 1ilJと、県民の努力日仰を l明

らかにしましアニ。

この計画では、望ましき富山県民像を従

II~~ し、人間尊重を重視しており、また県内

外の地域計画の統一伸展などを特色として

あげ、総イト計画と行政計画との 2編に分け

られ、次の 9部門の構成で進められます。

総 諭 、 経 済 総 合 、人間能力開発、水政、交

通総介、農林水産業振興、商工業振興、生

j円以坑終備、県民悩祉向上。

これらの計画遂行は、県だけの力では実

札できません。実現の原動力は県民自身で

あり、また利益を受けるものも県民各位で

あります口 lllL民ひとりひとりの日常生活を

とおしての、.f'nWfと協力を念願しています。
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程い体繰や歩〈ことなと、簡単にどこででも

行なえる体カづ〈りに参加しよaう。生活にうるおいをもたせ、歴史を考えさせて

〈れる文化財の保憧は、芸術文化の向上じな

ります。(文化財tニ指定された菅沼の集落?

くり 1 そして健康な体力をワくる運動を展

開して、これが産業基盤の礎を築くことを

強調してい実す。また全般を通じて不足し

℃いるといわれる「権性」。殊に青少年の

根性づくりに主眼をむけています。

家庭でも、学校でもそして社会において

も、県民全部で優秀な人間形成に努力いた

先住民の住居あと。大境洞くつ



精神の薄弱な方の自活の場「セーナー苑」は、

大沢野町で開設しました。{働〈喜びを見出

すセーナー苑での一日)

楽
し
い
社
会
を

県内には不幸にして身体のどこかに障害をもっ方や、

成人病を始め、幾多の病魔とたたかっている人がたくさん

おいていになります。私たちは、こうした方々をあたたかく

保護し、助けあい、 一 日も早くみんなで楽しい生活がで

きるような社会を築かねばなりません。一方こうした不

幸を招かないよう、家にあっても社会にあっても、日々

の生活の中でつねに保健衛生を考え、環境の整備をする

ことを忘れないようにいたしましょう。

身体に陣害のある子供と、その親の心配を少

しでも解消しようという、母子通院訓練指導
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折り重なるように、押しつぶすように走る「車」

「車」、事故を起すのはニのうちのとれか?

「横断歩道橋」を守る

「酒のみ運転はやめましょう J r横断歩道を

渡りましょう J rみんなで交通事故をなくし

ましょう j(毎月 10日の交通事故をなくする日)

「幼児の群にダンフ。突込むJ iOム山で遭難.グ

絶望か.グJ i石油コンロの不仕末、焼死体で発

見」などなど。

こうした災害は全部人災であって、必ず防げ

る問題です。天災できえ防ごうという時代です。

人災など「ゼロ」にして、安心して生活ができ

るよう、みんなで努力いたしましょう。

交通戦争から歩行者
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スローガン

交通事故をなくす

人は右、車は左、交通ルールを守りましょう

山岳遭難防止

危険に向うより、

火災予防

焼かない注意、

引きかえす勇気

燃えない工夫
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完成目標43年 9月、世紀の工事「立山ルート」の建設は進む。
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立山ルート図解

県民の夢、完成近し

富山県民のパラ色の夢、それは住みよい豊かな県土

の造成であります。

富山・高岡新産業都市計画の中心課題である「富山

新港」。 そして日本人が、世界の人が注目している日

本の屋根、北アルプスをぶち抜き観光道路をつくると

いう、 「立山ルート」は、着々と建設が進められ、完

成間近しの感を深めてきました。

舎

新港ふ頭の造成や、しゅんせつ作業は急ピッチo

ー 富山港・伏木港を両翼に、県勢を荷負う日が.
い富山新港(固定公園の呼び声高い、ニ上山から)

いよいよ今秋開港の運びまでにこぎつけた「富
ι山新港J



山村量擦の近代化は、パイロット事鳴から。(ニんな斜面

に、こんな捜しい広い聞が・H ・H ・..) 

昭和41年9月「県の木J としてタテヤマスギ

が決まりました。



安佐の抽築く
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電気を起し、飲料用水、工業用水を射水平野と新港臨海工業地帯に

送る r和国)11総合開発計画」の中心「和田川ダム」の建設。

産業を運び、生活を運ぶ道路。道路の聾備は現代の急務(天下の難

所、天田峠で「くりからバイパス」着工)



伸展する産業

第三次富山県勢総合計，薗という県民の新しい

ビジョンは、すでに実行の段階に入り着々とす

すめられています。

対岸貿易の‘かけ橋として、日ソ貿易見本市を

開催するなど、産業県富山の姿は今や国際的に

大きく伸ぴつつあります。

豊富な電力と労働力をパッタ民、温鞠は県外へ、そして海外へ



日本海沿岸地帯屈指の商工業県富

山には、忍苦の精神と堅実な気風と、

深い愛情をもっ県民があり、それは

また豊富な労働力となっています。

このすばらしい県民は、中部経済

閣の確立、日本海沿岸地帯の振興、

対岸貿易は富山県経済発展の宿願(大型船の積荷に t忙しい港)

対岸貿易の拡大という 三つの大きな

流れと取組み、ますます技能を身に

つけ、各般の産業を近代化し高度化

して、日本海時代の開拓をめざして、

力強くきょうも前進を続けているの

です。

|市|
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新しい技術の導入と技能教育は、産業発展の基盤(高等技能学校の生徒たち)

近代化と高度化をめざす中小企業



望ましき富山県民像

1 .わが富山県民は

郷土の良い伝統を尊ぴ
自らの長短を反省し

風土と人情を美しくする
これがわれらの願いである

4. わが富山県民は

義務教育をおもんじ
知性と徳性を啓発し
人格の自己形成につとめる
これがわれらの願いである

5つの原買い

2. わが富山県民は
広い世界的見識

深い道徳的人間愛
清い宗教的情操を育てるよう努力する

これがわれらの原買いである

5. わが富山県民は
礼節と真情ある言動で

家庭や社会の明朗な

人間関係を整える
これがわれらの願いである

3 .わが富山県民は

骨身惜しまぬ勤労の喜びと
強い責任感をもち

健康で職業を守り産業を進める
これがわれらの願いである

「望ましき富山県民像 J は、富山県

民のみんなが、いきいきとした自己を

形 成 す る た め に 、 自 ら の 願 いを強く心

にうちたて、互いに理解しあい、敬愛

しあうめやすとして提唱きれましたn

この 5つの願いを、みんなで考え

各自の胸の中で健やかに育て、実践し

ていただければと望んでいます。
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「中部は一つ」という合言葉は、ついに

「中部圏開発整備法」の制定となりました。

私たちの住む日本の中心、中部圏には中

京地区と L寸、まきに青年期を迎えた大工業

地帯があります。そして日本海側には北陸

の雄としての工業県富山があります。この

両工業地帯を結ぶ道路交通網の整備は、中

部圏確立のカギであり、急務です。

中部圏主要 道 路 網図

凡例

。道路番号

....高速自動車道

.圃 国 道

• 



富山県

今秋、開港をめざ、す富山新港の建設は、港のしゅんせつ、

ふ頭の造成など、急、ピッチで進んでいます。

表紙説明 巨大なパイプ。吐きだされる

泥水口これはいま、富山新港建

設という時代の脚光を浴ぴた放生津潟の新しい姿です。し

ゅんせつ船が掘り出し運びだす泥土は、新j巷の背後にある

強湿田地帯を埋立て、臨海工業地を造成していきます。

富山県民グラフ
昭和 42年 1月1日発行
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